
７  体 育 セ ン タ ― 

（１）（１）（１）（１）    職員組織及び体系職員組織及び体系職員組織及び体系職員組織及び体系 

  ア 職員組織 

    所長  １     次長  １    専門主事  ５    主幹  １ 

  イ 体系   

（施策の柱）                     （事業内容） 

 

 

学校体育・スポーツ研修 

 

 

 

生涯スポーツ研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門測定 

 

 

 

一般測定 

 

 

 

 

普及 

 

 

相談 

 

 

 

連携 

 

■ 学校体育・生涯スポーツの研修事業 

■ 広域スポーツセンター事業 

■ 健康・体力測定診断事業 

■ 学校体育・生涯スポーツの普及・相談・連携事業 

学校体育・スポーツ研修講座の開催 

・学校教職員･地域スポーツ指導者希望研修 

・初任者研修･10 年経験者研修選択講座 

教育実践研修への支援 

生涯スポーツ指導者研修講座の開催 

・地域スポーツ指導者･学校教職員希望研修 

・初任者研修･10 年経験者研修選択講座 

地域スポーツ研修への支援 

総合型クラブの創設・育成支援 

総合型クラブのクラブマネジャー・指導者の育

成支援 

スポーツ情報の収集・提供 

スポーツ交流会の開催 

トップレベルの競技者の育成支援 

県内のスポーツ振興に関してスポーツ医科学面

からの支援 

競技選手・運動部活動選手の測定 

トレーニング処方の提供、栄養指導の実施 

スポーツ科学に関する情報提供 

 

健康体力測定、運動能力測定の実施 

運動処方の提供 

「スポーツ天国」等スポーツイベントの開催 

ニュースポーツの紹介・指導、用具の貸出 

体育・スポーツ全般の相談対応 

・地域のスポーツ指導者養成のための講師派遣 

・学習指導のための人体蘇生模型・ＡＥＤトレーナー貸出 

大学等教育機関との連携 

インターンシップの受け入れ 



 

 

 

調査・研究 

 

 

 

 

情報の収集・提供 

 

    

    

アアアア    学学学学校校校校体育・体育・体育・体育・生涯生涯生涯生涯スポーツスポーツスポーツスポーツ研修事業研修事業研修事業研修事業    

 県民一人ひとりが生涯にわたりスポーツに親しみ、健康・体力づくりを実践できるよう、

体育・スポーツ指導者としての専門的な資質を高めることをねらいとし、学校体育・スポー

ツ研修講座、生涯スポーツ研修講座及び総合型地域スポーツクラブ育成・支援・定着研修講

座を開設した。 

 

（ア）学校体育・スポーツ研修講座 

    ａ 目 的 

      幼稚園・保育園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の教職員及び地域スポ

ーツ関係者、市町村職員を対象に、幼児・児童・生徒が自ら進んで運動に親しむ態度

や能力を身に付け、心身を鍛えることができるよう幼児・児童・生徒のスポーツへの

携わり方に関する基本的・専門的な研修を行い資質の向上を図る。 

     

ｂ 研修方針 

       次の３つの分野構成で講座を開設した。 

    (ａ) Ａ分野（教科指導に関する研修講座） 

       【ねらい】体育・保健体育について、指導力の向上をねらいとした研修を行った。 

 

(ｂ) Ｂ分野（クラブ指導に関する研修講座）  

       【ねらい】クラブ・運動部活動指導におけるスポーツ医・科学的なトレーニング

法及びスポーツ外傷や障害予防について、指導力向上をねらいとした

研修を行った。 

 

(ｃ) Ｃ分野（Ｂ分野を除く特別活動等の指導に関する研修講座）  

       【ねらい】体育的行事の基本的な考え方や企画・運営について、指導力の向上を

ねらいとした研修を行った。 

 

 

 

■ 学校体育・生涯スポーツの調査研究・情報提供事業 

体育・保健体育科学習指導に関すること 

県民の健康・スポーツに関すること 

体力測定結果の分析に関すること 

体育センターレポートの作成 

図書・視聴覚資料・学習指導案の収集 

体育･スポーツ情報の提供 



ｃ 実施状況 

      上記５分野で計３３講座を開設した。具体的な受講状況は、下記のとおりである。 

（ａ）講座への受講状況 

     

 

 

    

 

 

（ｂ）校種別及び研修（希望・１０年・初任）別受講状況 

一般講座                          （単位：人） 

 

募集・申込・受講者数 

募集定員  １１３０人 

申込者数  １３１０人 

決定者数  １３１０人 

受講者数  １２１６人 

欠席･取消     ９４人    

    

学校種別受講者数（％） 

幼稚園・保育園 １０人(0.8％) 

小学校    ４５９人(37.7％) 

中学校    ２７９人（22.9％） 

高等学校   １９８人（16.3％） 

特支学校    ５９人（4.9％） 

  その他    ２１１人（17.4％） 



ｄ 実施内容 

（ａ）Ａ分野（教科「体育」「保健体育」指導に関する研修講座） 

 



 （ｂ）Ｂ分野（特別活動の中のクラブ・運動部活動指導に関する研修講座） 

 

   

（ｃ）Ｃ分野（特別活動の中のクラブ・運動部活動指導に関する研修講座 

 

    

 

 

 

 

 



（イ）生涯スポーツ研修講座 

   ａ 目 的 

     スポーツ及び健康・体力づくりに携わる地域の関係者や学校教職員を対象に、県民が 

ライフステージに応じた豊かなスポーツライフ及び健康・体力づくりの基礎を培えるよ 

う、スポーツ、レクリエーション活動等の指導に関する理論や実技の研修を行い、資質 

の向上を図る。  

 

ｂ 研修方針 

(ａ) 地域の実情やニーズに応じた研修内容で実施し、生涯スポーツの推進や指導に生か

せるように行った。 

   (ｂ) スポーツやレクリエーションの指導法及び健康・体力づくりに関する研修を行った。 

   (ｃ) 生涯スポーツ推進のための企画・運営の理論や演習に関する研修を行った。 

      

 

ｃ 実施状況 

     生涯スポーツ研修講座１０講座を開設し、そのうちアシスタントマネジャー養成講座 

は三日間に亘って開設した。具体的な受講状況は下記のとおりである。 

（ａ）講座への受講状況 

 

 

 

     

   （ｂ）講座別受講者状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集・申込・受講者数 

募集定員    ４６０人 

申込者数    ６７０人 

決定者数    ６７０人 

受講者数    ４９３人 

欠席・取消   １７７人 

種別受講者数 

スポーツに携わる地域の関係者 ２６１人（５３．０％） 

県・市町村職員         ８２人（１６．６％） 

教職員            １５０人（３０．４％） 



ｄ 実施内容 

(a)生涯スポーツ研修講座 

 

 

（ｂ）総合型クラブアシスタントマネジャー養成講習会 

 

 

 

 

 

 



イイイイ    広域ス広域ス広域ス広域スポーツセンター事業ポーツセンター事業ポーツセンター事業ポーツセンター事業    

生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現するためには、子どもから高齢者まで様々な

スポーツを愛好する人々が参加できる総合型地域スポーツクラブ（以下「総合型クラブ」

という）を育成することが必要であり、その創設・育成を図ることを目的に事業を行った。 

（ア）事業の内容 

            事業仕分けにより設立に関しては市町村の判断に委ねることとした。本年度は、設立済み

クラブを訪問し、totoの助成金が終了した後、財政面で持続可能なクラブの運営方法につい

て事例を挙げて示し、育成に関わる事業を重点的に行った。 

a  総合型クラブ未設置の市町村へ訪問し、課題等を聴取して設置に向けての助言を行った。 

b  設立を目指している地域・団体へ出向いて創設のための説明会を実施した。 

c  県内総合型クラブの活動を視察し、クラブの安定経営に向けた「ビジネスモデルヒント」を

刊行した。 

ｄ  広域スポーツセンター企画運営委員会（以下「企画運営委員会」という）において、総合

型クラブの育成支援、定着化とともに地域のスポーツ活動を支援するために実施する事業

（以下「広域スポーツセンター事業」という。）の企画立案、検討協議等を行った。 

e  県内スポーツクラブ関係者等からなる組織（以下「総合型クラブ連絡協議会」という）にお

いて、広域スポーツセンターを核とした、総合型クラブ間の連携・協力体制を整備した。 

f  総合型クラブの運営主体となる、アシスタントマネジャーの養成講座を開催し、指導者の養

成及び資質の向上を図った。 

g  既存の総合型クラブを対象に指導者派遣等事業を実施し、総合型クラブの活動の活性化を図

った。 

h  既存の総合型クラブの指導者講習会の講師を行った。 

i  県内全域を対象としたスポーツ交流大会等を開催し、県内総合型クラブの活動の活性化及び

連携の促進をねらった。 

j  県内の総合型クラブへのメールマガジンの配信やホームページを利用しての総合型クラブ

についての情報提供を行った。 

（イ）実施内容 

a 市町村への総合型クラブの創設・育成支援 

 ①11 月 29日（火） 小布施町訪問（市村町長・竹内健康福祉部門総括参事と懇談） 

 ② 1 月 17日（火） 小布施町竹内総括参事来所「（仮称）健康づくり研究所」進捗状況報告 

 

b 設立準備中クラブへの支援 

 ① 5 月 10日（火） （仮称）今井スポーツクラブ 設立に向けての相談（来所） 

 ② 5 月 14日（金） （仮称）クラブ・トイボックス 現状と今後の見通し（来所） 

 ③ 5 月 20日（金） （仮称）池田町総合型地域スポーツクラブ 現状と今後の見通し（来所） 

 ④ 5 月 27日（金） （仮称）しおじり高出総合型地域スポーツクラブ「学習会」（塩尻市） 

 ⑤ 7 月 05日（火） （仮称）今井スポーツクラブ 設立に向けた事前説明会の開催（来所） 

 ⑥ 7 月 07日（木） （仮称）今井スポーツクラブ 県体協育成アドバイザーと懇談（来所） 



 ⑦ 7 月 22日（金） （仮称）クラブ・トイボックス 設立に向けての相談（来所） 

 ⑧ 7 月 29日（金） （仮称）池田町総合型地域スポーツクラブ 今後の進め方（来所） 

 ⑨10 月 03日（月） （仮称）クラブ・トイボックス 設立に向けての相談（来所） 

 ⑩10 月 24日（月） （仮称）クラブ・トイボックス 設立に向けての相談（来所） 

 ⑪11 月 04日（金） （仮称）クラブ・トイボックス 設立に向けての相談（来所） 

 ⑫11 月 16日（水） （仮称）クラブ・トイボックス名称変更 

→「skIp（スキップ）まつもと」（来所） 

 ⑬12月～1月 （仮称）「skIp（スキップ）まつもと」設立総会に向けて相談（複数回来所） 

 

c 県内総合型クラブ視察訪問 

 ① 4 月 21日（木） チャレンジゆう Achi「懇談及び活動視察」 

 ② 5 月 11日（水） スポーツコミュニティー軽井沢クラブ「懇談及び活動視察」 

 ③ 5 月 19日（木） 富士見町地域スポーツクラブ「懇談及び活動視察」 

 ④ 6月  9日（木）  伊那市総合型地域スポーツクラブ「懇談及び活動視察」 

 ⑤ 6 月 20日（月）  スポネット常念「運営委員会にて懇談」 

 ⑥ 7 月 28日（木）  オヤジ改造倶楽部「懇談及び活動視察」 

 ⑦ 8 月 30日（火）  いいづなスポーツクラブ「懇談及び活動視察」 

 ⑧ 9 月 08日（木）  うえだ総合型地域スポーツクラブＵＳＣ「懇談及び活動視察」 

 ⑨10 月 19日（水）  南箕輪わくわくクラブ「懇談及び活動視察」 

 ⑩11 月 30日（水）  もちづき総合型クラブ「懇談及び活動視察」 

 ⑪12 月 15日（木）  高山村総合型スポーツクラブ「懇談及び活動視察」 

 ⑫ 3月  1日（木）   御用聞きキャラバン（野沢温泉スキークラブ・enjoyふう太クラブ） 

 ⑬ 3 月 15日（木）   御用聞きキャラバン（ながわ・たけし・うえだミックスポーツクラブ） 

 

d 企画運営委員会 

(a) 開催日 第１回 平成２３年 ６月１４日（火）松本市中央公民館 

       第２回 平成２４年 ２月 ７日（火）松本市中央公民館 

(b) 委 員（敬称略） 

氏 名 所   属・職  名 

渡辺 敏明 委員長  信州大学教育学部 准教授 

西原 康行 新潟医療福祉大学健康科学部 教 授 

相沢  英伸 長野県スポーツ少年団松本市スポーツ少年団 本部長 

青木  透 長野県公民館運営協議会  松本市和田公民館長 

酒井 浩文 とよおか総合型地域スポーツクラブ ゼネラルマネジャー 

松井  元 長野県スポーツ推進委員協議会 会長 

園原 健志 チャレンジゆう Achi運営委員長 

 小崎陽一郎 ＮＰＯ法人スポーツコミュニティー軽井沢クラブ専務理事 

北村 桂一 県教育委員会事務局 スポーツ課体育スポーツ振興係長 



佐藤 純也 （財）長野県体育協会 競技係長 

高橋 宏和 北信教育事務所 生涯学習課 指導主事  

齋藤  毅 東信教育事務所 生涯学習課 指導主事  

黒田 敏樹 中信教育事務所 生涯学習課 指導主事  

名取 義仁 南信教育事務所 生涯学習課 指導主事 

曽我 佳伸 南信教育事務所 飯田事務所 生涯学習課  指導主事 

有賀 大成 県教育員会事務局 スポーツ課 指導主事 

山田榮一郎 長野県体育協会 クラブ育成アドバイザー 

猪又 正雄 長野県体育協会 クラブ育成アドバイザー 

松林 憲治 長野県体育センター（広域ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ）所長 

松田 正己 副委員長  長野県体育センター（広域ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ）次長 

山﨑  武 長野県体育センター (広域ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ） 専門主事 

中村 博幸 長野県体育センター (広域ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ） 専門主事 

  田玉 勝己 長野県体育センター (広域ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ） 専門主事 

 

 

e 総合型クラブ連絡協議会 

◆ 長野県総合型クラブ連絡協議会 

(a) 開催日 第１回 平成２３年 ６月１４日（火）松本市中央公民館 

       第２回 平成２３年１０月１８日（火）松本市中央公民館 

第３回 平成２４年 ２月 ７日（火）松本市中央公民館 

 

(b) 役 員（敬称略） 

会 長 総合型地域文化スポーツクラブ（チャレンジゆう Achi） 園原 健志 

副会長 いいづなスポーツクラブ 瀧澤 輝幸 

理 事 さなだスポーツクラブ 飯塚 義隆 

理 事 総合型地域スポーツクラブ 白馬総合型地域スポーツクラブ 下澤 弘嘉 

学識経験理事 信州大学  渡辺 敏明 

委 員 各総合型クラブ代表者１名 

 

◆    四地区の総合型クラブ連絡協議会への協力    

６月２３日（木）第１回北信地区連絡協議会    長野合同庁舎   情報提供 

１０月 １日（土）南信地区連絡協議会      伊那市いなっせ   講演・実技指導 

１１月２５日（金）中信地区連絡協議会       松本中央公民館  情報提供 

１２月 ９日（金）東信地区連絡協議会 小諸グランドキャッスルホテル 講演・情報提供 

１２月２０日（火） 第２回北信地区連絡協議会  長野合同庁舎    運営補助 

 

f 総合型クラブアシスタントマネジャー養成講習会 



１１月１２日（土）・１３日（日）・２０日（日）の 3日間 

松本歯科大学会議室 

筑波大学大学院 柳沢和雄 教授  丸ノ内スポーツクラブ 古市昭太郎 運営委員長 

受講人数 43名 

 

g 広域スポーツセンター指導者派遣等事業 

toto からの助成金により、希望のあるクラブへ広域スポーツセンターが指導者の派遣を行う。 

   クラブへの実技指導者謝金活用クラブ 

  予算額  1,128,065円   決算額  1,110,650円    

  ①木曽ひのきっ子ゆうゆうクラブ②富士見町地域スポーツクラブ③さなだスポーツクラブ 

   ④伊那市総合型地域スポーツクラブ  ⑤うえだ総合型地域スポーツクラブＵＳＣ  

⑥長野スポーツコミュニティークラブ東北  ⑦白馬総合型地域スポーツクラブ 

⑧チャレンジゆうＡｃｈｉ ⑨高山村総合型スポーツクラブ⑩いいづなスポーツクラブ 

   ⑪丸ノ内スポーツクラブ⑫あさまハイランドスポーツクラブ⑬ながの北部スポーツクラブ 

 ⑭うえだミックスポーツクラブ ⑮スポネット常念 ⑯白馬総合型地域スポーツクラブ 

h 総合型クラブの指導者講習会講師 

① 4月  9日（土）   南箕輪わくわくクラブ「オープニングセレモニー」にて講演 

 ② 8 月 24日（木）  いきいきスポーツクラブすざか「指導者研修会」講師 

③ 8 月 28日（日）（仮称）南木曽町総合型地域スポーツクラブ「指導者研修会」講師 

④ 3 月 21日（水）  「この指とまれ☆しなの」指導者講習会講師 

  ⑤ 3 月 25日（日）  「ゆたかのスポーツクラブ」総会講師 

i 総合型クラブ設立総会の出席 

①2月  5日（日）  「この指とまれ☆しなの」設立総会 

②2月 12日（日）  「いきいきスポーツクラブすざか」設立総会 

③2月 18日（土）  「浅間嶺スポーツクラブ」設立総会 

④2月 19日（日）  「skIp（スキップ）まつもと」設立総会 

⑤2月 25日（土）  「岡谷やまびこクラブ」設立総会 

⑥２月 26日（日）  「スポーツシューレ小海」設立総会 

 

j スポーツ交流大会 

７月 ２日（土）  第 33回「スポーツ天国」において総合型クラブ交流大会（フットサル）

を実施。（７クラブ 参加者数６２名） 

 

 

k    情報提供 

ほぼ毎月、メールマガジンを発行した。指導者派遣事業、研修会の告知、助成金の情報、

クラブ訪問記などを配信した。 

 

 



ウウウウ    健康・体力測定診断事業健康・体力測定診断事業健康・体力測定診断事業健康・体力測定診断事業    

  競技力向上を目指すスポーツ選手（中学生以上）を対象に専門測定を行い、健康・体力

づくりを目指す県民を対象に一般測定を実施した。両測定ともに個人の体力を客観的に測

定・評価し、専門測定においては競技力向上のためのトレーニング、一般測定においては

健康・体力づくりのための運動等の指導・助言を行なった。また、専門測定の希望者に対

して栄養指導を実施した。 

【当事業の流れ】 

【事前】                【当日】 

 

                      

 

→     →       →    →      →     →    →     →    →    →         →  

                        

                       

 

 

 

（ア）専門測定（競技選手測定） 

  ａ 目 的 

      スポーツ選手の運動に対する特性や能力、また、トレーニング効果やその内容の検 

討をするために、専門的な体力測定機器を用いて体力の測定をした。そのデータをも 

とに、選手とその指導者に対して、競技力の向上に寄与するため次のような援助を行 

った。 

    （ａ）競技力を支える「体力」を客観的に評価し、効果的なトレーニングの方法のアド

バイスを行った。 

    （ｂ）競技力を支える「スポーツ科学」についての情報を提供した。 

    （ｃ）食生活状況、栄養摂取状況の実態を把握し、栄養に関する知識や関心を高めるた

めのアドバイスを行い、競技力の向上につながる食生活の実践を促した。 

 

    ｂ 実施内容 

(a)健康チェック：問診、血圧、体温、安静時脈拍数 

(b)身体測定  ：肺機能（肺活量、１秒量、１秒率）、骨密度 

体組成（身長、体重、ＢＭＩ、周径囲、筋肉量、推定体脂肪率） 

(c)体力測定        

・無酸素性能力測定 

【パワーマックスによる測定】（競技特性により、下記の３項目から選択） 

①最大無酸素パワー（ハイパワー）  例、野球、陸上短距離、バレーボール 

②筋持久力Ａ（ミドルパワー）    例、アルペンスキー、陸上中距離 

③筋持久力Ｂ（間欠的なハイパワーの持久力）例、サッカー、バスケットボール 

     【バイオデックスによる測定】 

動的筋力（等速性脚筋力） 

・有酸素性能力測定：最大酸素摂取量（間接法） 

・補助項目：筋力（握力）、瞬発力（垂直跳び、立ち幅跳び）、平衡性（閉眼片足立ち）、 
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柔軟性（長座体前屈）、筋持久力（上体起こし）、敏捷性（反復横跳び、全身反応時間） 

(d)栄養指導：食事調査をもとにした競技力向上のための指導 

 

    ｃ 実績報告 

    （ａ）年間測定者数 

        

測定回数 男性 女性 合計 

２５回 ３０２人 １１８人 ４２０人    

（ｂ）測定回数内訳 

      バレーボール（３回） バスケットボール（１回）ソフトボール（３回） 

 硬式野球（１０回）陸上競技（３回）サッカー（４回）相撲（１回） 

（ｃ）競技種目別利用者数    

競 技 種 目 名 男 子 女 子 合 計 

野球   １６２     ０ １６２ 

バレーボール  ２ ４０ ４２ 

バスケットボール    １５  ０ １５ 

陸上競技 ２８ ２４ ５２ 

サッカー ８２ １ ８３ 

ソフトボール  ０ ５３ ５３ 

相撲 １３  ０ １３ 

合   計 ３０２ １１８ ４２０ 

                                  ※単位（人） 

（イ）一般測定（健康体力測定） 

  ａ 目 的 

     県民の健康・体力の保持・増進を目的として、測定機器による体力測定を行った。 

    （ａ）体力測定結果から体力診断表を作成し、体力プロフィール、能力評価、体力評価

および健康・体力づくりのためのアドバイスを行った。 

    （ｂ）青年期、壮年期、高齢期の利用者に対して、将来にわたる健康づくりや各ライフ

ステージに応じた体力の向上が図れるように、運動プログラムの提供及び運動方

法の指導をした。 

    （ｃ）発育期の児童・生徒の基礎的運動能力の向上が図れるようにアドバイスした。 

    （ｄ）食生活状況、栄養摂取状況の実態を把握し、栄養に関する知識や関心を高めるた

めのアドバイスを行い、健康・体力づくりにつながる食生活の実践を促した。 

 

ｂ 実施内容 

（ａ）健康チェック：問診、血圧、体温、安静時脈拍数 

    （ｂ）身体測定：肺機能検査（肺活量、１秒量、１秒率）、骨密度 

            体組成（身長、体重、ＢＭＩ、周径囲、筋肉量、推定体脂肪率） 

    （ｃ）体力測定 

12歳～19歳 ：握力、上体起し、長座体前屈、反復横とび、急歩（男性1500ｍ、女性1000ｍ） 

最大酸素摂取量、立ち幅とび、垂直とび、閉眼片足立ち、全身反応時間 

     20歳～64歳 ：握力、上体起し、長座体前屈、反復横とび、急歩（男性1500ｍ、女性1000ｍ） 



            最大酸素摂取量、立ち幅とび、垂直とび、閉眼片足立ち、全身反応時間 

     65歳～79歳 ：握力、上体起し、長座体前屈、開眼片足立ち、10ｍ障害物歩行、 

6 分間歩行、脚伸展パワー 

 （ｅ）運動指導：体力測定結果をもとにした健康・体力づくりのための指導 

 

 

    ｃ 実績報告 

    （ａ）年間測定者数 

測定回数 男 性 女 性 合 計 

２０回 ４１１人 ３５１人 ７６２人 

（ｂ）測定回数内訳 

                    渚消防署（６回）スポーツ天国（１回）日本ウエルネス高等学校（１回） 

     茅野市体力測定（１回）ＳＷＡＮプロジェクト（２回） 

中高年のメタボ解消講座（１回）県民スポーツフェスティバル（１回） 

松本ゼミナール（１回）個人申込み一般測定（６回） 

  

     エエエエ    体育・スポーツの普及、相談・援助体育・スポーツの普及、相談・援助体育・スポーツの普及、相談・援助体育・スポーツの普及、相談・援助    

    生涯スポーツ振興を進める中で、広く県民の体育・スポーツへの関心を高め、体力の向

上とスポーツ活動の定着化を図るため、ニュースポーツ等の指導・紹介、スポーツ天国の

開催、体育・スポーツに関する相談対応、指導者の資質向上のための講師派遣を行った。

また、松本大学と連携協定を結び、スポーツ天国、体力測定事業への参加・協力を通して、

青年の育成や地域の活性化に貢献する活動を展開し始めた。 

   

（ア）体育・スポーツの普及 

ａ 派遣指導【１１４件 指導対象者 ５，０６４人】 

（ａ）地域スポーツ指導者養成のための派遣   ４３件 

    （ｂ）学校体育指導者養成のための派遣     ３２件 

    （ｃ）その他の派遣               ４件 

（ｄ）広域スポーツセンターに関わる派遣    ３５件 

     

    ｂ ニュースポーツ等の用具の貸し出し状況 

    （ａ）貸し出し件数                      ３４４件 

    （ｂ）貸し出し種目数               ５０種目 

    （ｃ）人体蘇生模型等                  

・人体組成模型             ２２件 

・ＡＥＤトレーナー           ２２件 

                          

    ｃ 第３３３３３３３３回「スポーツ天国」 

期 日 ７月２日（土） 

場 所 信州スカイパーク 



 

競技種目 

参加者数 

 

【参加者合計】……… ６，１９３人 

【参加者内訳】          

集団リレー ２，７５７人       一輪車タイムトライアル  ４６人 

小学生相撲    ８６人                ウオーキング教室  ６０人 

マレットゴルフ ２４２人         グラウンド・ゴルフ  ２３９人 

チャレンジ・ザ・ゲーム ４２３人    女子ダブルステニス  ７０人  

ニュースポーツスタンプラリー １６００人 総合型クラブ交流会  ６２人 

健康相談、栄養指導、体力測定体験 ２３３人     役員他  ３７５人 

 

（イ）体育・スポーツの相談   ７６６件 

    a 学校体育に関する相談   １９８件 

   ｂ 生涯スポーツ関係の相談  ４９７件    

   ｃ その他の相談        ７１件 

   

（ウ）官学連携  

   a 松本大学との連携 

  （ａ）松本大学との連携・公開講座を開設 

     ・学校体育・スポーツ研修講座「学力向上のためには体力向上が不可欠！」 

     ・生涯スポーツ研修講座「人生はピンピン☆きらり！」 

     ・生涯スポーツ研修講座「関係づくりに効果的なレクリエーション・ゲーム」 

（ｂ）スポーツ天国における学生ボランティア受け入れ ４１名（内 10 名は企画運営スタッフ） 

  

オ 体育・スポーツの調査研究、情報提供事業 

体育・スポーツに関する調査・研究を行い、研修講座及び県民の体育・スポーツ活動

での活用を図るように努めた。また、体育・スポーツに関する資料の収集・保管をし、

希望に応じて所内閲覧や資料送付に応じた。 

（ア）調査・研究 

     体育センターレポート２４号を作成した。（「走・跳の運動（遊び）、陸上運動にお

ける授業の充実を図るための支援について～体育指導が苦手な先生のための研修② 

の実践から～」） 

（イ）情報の収集・提供（所内での閲覧・視聴を原則とした。） 

体育・スポーツ、トレーニング等に関する情報及び学習指導案を収集し、提供した。 

   ａ 図書的資料 

   （ａ）一般図書および月刊図書 

      ・体育専門書、体育スポーツ総覧等 

      ・月刊図書（体育、保健、レクリエーション関係） 

   （ｂ）研究資料 

      ・体育センター研修講座テキスト、研究レポート 

・県外体育・スポーツ研修研究機関レポート 

      ・（財）日本体育協会報告書 

ｂ 視聴覚資料 

ビデオテープ（一部ＤＶＤ対応） 

     ・学校体育・スポーツ研修講座関係 



     ・生涯スポーツ研修講座関係 

     ・総合型地域スポーツクラブ育成・支援・定着研修講座関係 

     ・体育・スポーツ、ニュースポーツ関係 

     ・健康・体力づくり関係   ・高齢者スポーツ活動関係 

     ・総合型地域スポーツクラブ関係 

ｃ 学習指導案 

南信教育事務所、東信教育事務所の指導主事から推薦のあった授業について、学習

指導案の提供を各学校にお願いし、収集した。 

ｄ スポーツ情報サービス 

（ａ）ホームページからの情報提供 

  ・ホームページアクセス件数 

 ２０１０年度 ２０１１年度（前年度比） 

１日平均アクセス件数 ６６７件 １，９５２件 

１ヶ月平均アクセス件数 ２０，３１０件 ５９，３７６件 

年間アクセス件数 ２４３，７３０件 ７１２，５１８件（２９２％） 

 

    ・体育なんでも情報や講座の様子 

・ホームページアドレス http://www.pref.nagano.lg.jp/xkyouiku/taice/index.htm 

・Ｅメールアドレス      taiikucenter@pref.nagano.lg.jp 

（ｂ）広報活動（広報誌、新聞、テレビによる情報提供） 


